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集計結果からの考察 
ほとんどの項目について、【そう思う】【ややそうおもう】の２つを合わせると８０％を占

めている結果となった。「園からのお知らせ手紙の配布や期限が適切である」というこうも
くについて、【あまりそう思わない】【おもわない】の 2つをあわせて７０％をしめるといっ
た結果になった為、今後手紙の出し方や〆切期限を検討し改善する必要があると考える。 
また、１０％以上の保護者が不安に感じている項目として「子どもの人権に配慮した言動

ができているか」、「子どもの自由な発想を大切にし、園児が主体的に活動できているか」が
上げられる。この部分については、当法人職の園児との関りに密接に関係する重要な項目で
もある。職員が園児にする声掛け、教育・保育の活動内容、行事についてなどの、振り返り
を行う際に、今まで当たり前にしていた部分も含めて、不適切保育に繋がることこと、子ど
もたちの最善の利が確保されていること、などに視点を置くことが必要不可欠である。また、
保護者一人一人の印象やとらえ方も影響する為、日々の教育保育活動や職員が直接行う園
児への関りを、今まで以上に保護者に知ってもらい共通認識を深めたいと考える。そのため
の具体的な方法を今後検討していく予定である。その結果が、同じく 10％以上の保護者が
不安に感じている項目である、「職員が園児に不適切な関りをしていない」の改善に繋がっ
ていくと考えられる。 
今回のアンケート結果は、法人全体での集計結果となっているが、次回からは各園ごとの

集計を行うようにしていく。理由として、各園の差異が把握できるからである。保護者のア
ンケート回答率が上がるための対策も合わせて行っていきたい。 


